
                

 

 

 

二つ橋小への飛来者 

  副校長 髙野 智彦  

『山わらう 小鳥も飛ぶよ うれしいな』 

これは、4 年生の児童が国語の時間に書いた、春を詠った句です。山の草木が一斉に

芽吹き、木の実や虫を目当てにたくさんの鳥たちが飛び交う情景が思い浮かびます。 

二つ橋小は、市民の森が近いこともあり、たくさんの鳥が飛来してきます。朝、子どもたち

が登校する前の学校は、多くの鳥たちの鳴き声に包まれています。その中でも「ギュエ、ギュ

エ」と、ひときわ目立って鳴いている鳥がいます。声の主を探してみると、尾が長く、青く美し

い鳥でした。調べてみると、その鳥は、その姿通り「オナガ（尾長）」という名前でした。 

オナガは瀬谷区の鳥として指定されていることも調べて分かりました。先日の朝会で、この

オナガと、冒頭の俳句を子どもたちに紹介しました。録音していたオナガの鳴き声をタブレット

から流すと、それに反響するように近くにいたオナガが鳴き始め、一時、話どころではありませ

んでしたが、それでも翌日以降、子どもたちはオナガの目撃情報を次々に話しに来てくれまし

た。 

５月は生物多様性週間、愛鳥週間がありました。約９０００

の種がいると言われている鳥類の中で、たった１種ですが、

子どもたちの記憶に残り、生き物を愛護する気持ちにつなが

ればうれしいです。 
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